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[1] (1)任意の正の実数 cに対し，cにおける log xのTaylor展開（無限級数）
∞∑

n=0

an(x−c)n

を求めよ．

(2) 上の (1)の無限級数
∞∑

n=0

an(x − c)n の収束半径はいくつか？

(3) 等式 log x =
∞∑

n=0

an(x − c)nが成り立つような最大の開区間を求めよ．（答だけでなく，

根拠をきちんと述べること．）

[2] 次の不定積分を求めよ． ∫
1

(x2 + 1)3
dx.

[3] −1 < x < 1の時，

1
1 + x2

= 1 − x2 + x4 − x6 + x8 − · · ·

であることに注意して，−1 < x < 1の時，

arctan x =
∞∑

n=0

(−1)nx2n+1

2n + 1

を示せ．


